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1．はじめに
　新型コロナウイルスの感染拡大以降、人同士の接触機会
を低減する新たな生活様式への対応が求められている。こ
れにより、人による作業が必要とされていた多くの分野に
おいて、機械による自動化が加速されつつある。
　スマートフォン等に搭載されるカメラモジュールは、汎用
的かつ安価であることに加え、その性能が近年、飛躍的
に向上している。スマートフォン1つでカメラと通信モジュー
ルを揃えることができ、クラウド上に載せた画像認識技術
を組み合わせて用いることも容易になった。このような背
景から、画像認識技術は、人の業務を機械に置き換えてい
くための要素技術として実用化段階に入ったといえる。
　また、2020年3月、NTTドコモは「高速・大容量」「低
遅延」「多数接続」という特徴を持つ第5世代移動通信シ
ステム（5G）の提供を開始した。5Gにより、これまで以上
に大容量の映像伝送が可能になったことから、5G通信と
画像認識技術を組み合わせたソリューションの登場が期待
されている。
　本稿では、ドコモの画像認識プラットフォームと、感染症
対策に有効と考えられる顔認証ソリューション「EasyPass 
powerd by SAFR」及び「AI温度検知ソリューション」を
紹介する。

2．ドコモ画像認識プラットフォーム
　2020年5月、ドコモでは「ドコモ画像認識プラットフォーム」
の提供を開始した［1］。「ドコモ画像認識プフラットフォーム」は、
画像認識AIを手軽に利用できるクラウドサービスである。
　これまで、画像認識AIをソリューションに適用するには、
画像認識AIに学習させるデータを作るアノテーション作業
や、学習モデルの作成、画像認識エンジンの構築など、多
くの作業と専門技術が必要であった。ドコモ画像認識プラッ
トフォームでは、学習モデルの作成から画像認識エンジン
の構築までを自動化できるため、ソリューション導入までの
リードタイムを大幅に短縮することが可能となる。開発者は、
画像認識AI部分ではなく、画像認識AIを利用したアプリ
やシステムの開発に注力できるようになった。（図1）
　ドコモの画像認識技術を活用した事例としては、ドロー
ン空撮画像を用いた携帯電話基地局のサビ点検の自動化
が挙げられる。ドコモは約50,000か所の携帯電話基地局を
保有しており、その点検作業は長時間作業かつ危険を伴う。
この点検作業を自動化することにより、労働環境の改善と
コスト削減を実現することが可能となる。サビの領域を画像
認識エンジンが検出した例を図2に示す。ドローンが空撮し
た基地局画像から、サビの領域が示されている様子が確認
できる。これらの自動化の結果、基地局当たりの点検時間
を約100分短縮することができた。将来的には約1,500か所
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■図1．ドコモ画像認識プラットフォーム概要
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の基地局点検に活用する予定であり、合計2,000時間以上
の削減を見込んでいる［2］。

3．顔認証を活用した新型コロナウイルス対策ソリューション
3.1　顔認証エンジンSAFRTMについて

　Real Networks社が提供する顔認証エンジンSAFRは、
高速、高精度に顔画像によるユーザの認証を行う画像認識
ソフトウェアである。ドコモではSAFRの技術的優位性と
モバイルソリューションとの親和性を評価し、各種顔認証
ソリューションの顔認証エンジン部分に本ソフトウェアを採
用してきた。SAFRはNIST（アメリカ国立標準技術研究所）
が主催するFRVT（Face Recognition Vendor Test）にお
いて、認識精度、認識速度ともに好成績を収めている［3］。
SAFRを開発するReal Networks社によればSAFRは、
2019年度に行われたFRVTの1対1認証試験に参加したアル
ゴリズムのうち、認識精度96％の精度を超えたアルゴリズ
ムの中で最も高速かつ軽量であった［4］。また、他の高精度
のアルゴリズムと比較して、SAFRは平均より2倍速く、2番
目に軽量なアルゴリズムよりも35％も小さかった（図3）。つ
まり、SAFRはトレードオフの関係にある認識精度と計算
量のバランスが取れていることを示しており、高価な演算デ
バイスを必要としないため、実用度が高い。また、被写体が
カメラを意識していない横顔などを認識させるFRVT Wild
部門では、ライブビデオの認識アルゴリズムとして極めて
高速で精度が高いことが示されている。FRVT Wild部門
で高く評価され、なおかつiOS、Android用のSDKなどス
マートフォン向けの開発環境がそろっているSAFRは、ドコ
モのソリューション事業との親和性が高く、各種ソリューショ
ンへの導入が進んでいる。
　SAFRは、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、2020年

4月にマスク着用時の認証に対応した［5］。マスクなどの顔を
遮蔽する物体をAIが検知すると、遮蔽部分以外を用いて
認識を行う。認証時にマスクを外す必要がないことは、新
型コロナウイルス拡大状況下の顔認証技術として非常に有
効であるといえる。Real Networks社の社内テストによれ
ば、マスク着用時の認識精度はWild部門で98.85％を達成
している。
　マスク着用時の顔認証の様子を図4に示す。

3.2　EasyPass powered by SAFR

　ドコモは2020年5月に「EasyPass powered by SAFR」
（以降、EasyPass）を提供開始した［6］。概要を図5に示す。
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■図3．認識速度、アルゴリズムのサイズ比較

■図4．マスク着用時の顔認証の様子

■図2．サビの検出



ITUジャーナル　Vol. 51　No. 1（2021. 1） 9

　EasyPassは専用アプリをインストールしたスマートフォン
だけで、簡単、高速、高精度に顔認証による入退場管理
を実現するソリューションである。スマートフォンを警備員
などに配備し、入退構者にスマートフォンのカメラを向けて
確認するといった利用方法を想定している。
　EasyPassは、顔認証SAFRとVMS（Video Management 
System）であるGenetec® Security Center SynergisTMを
インテグレーションすることで、利便性と拡張性を兼ね備え
ている。スマートフォンとモバイルネットワークで実現でき
るため、カメラ設置や通信回線敷設などの工事が不要であ
り、導入までの準備期間も短い。さらに、運用中でも故障
機の取り換えがしやすいなど、スマートフォンデバイスを使
う各種メリットも継承している。
　EasyPassを導入したある企業では、これまで、門付近に
いる警備員が入退構者を顔写真付きIDで確認しており、出
退勤時間帯には行列や渋滞が発生していた。そのような状
況においては、警備員によるチェックミスやなりすましなど
のセキュリティリスクも抱えることになる。EasyPass導入後
は、警備員が目視確認するのはアプリに表示される認証結
果のみでよく、かかる時間は1秒未満に短縮された（図6）。
　EasyPassは、このような入退構運用を行っている企業に
とって、新型コロナウイルス対策として非常に有効である。
EasyPassは認証時にマスクを外す必要がないため、入退
構者から警備員への感染リスクを低減することが可能とな
る。新型コロナウイルスに関する分析［7］によれば、対人距
離を2倍にすると、感染リスクは半減するとされている。従
来運用の目視確認の際に必要な対人距離を約1ｍとすると、

本ソリューションは2m離れた状態で確認ができるため、感
染リスクは半減できると考えられる。

3.3　AI温度検知ソリューション

　ドコモは2020年11月にAI温度検知ソリューションの提供
を開始した［8］。顔認証エンジンSAFRと、SeekThermal社
の温度測定デバイス、Microsoft Teamsなどのコミュニケ
ションツールをインテグレーションすることで、出勤者の認
証と温度測定を非接触で実施し、報告と管理も併せて行う
ソリューションである。リモートワークが広く定着しつつあ
るものの、オフィスへの出社機会をゼロにすることは難しい。

■図5．EasyPass概要

■図6．運転手をEasyPassで認証する様子
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オフィスへ出社する際に温度測定を課している企業は少な
くないが、出勤者・管理者ともに負担のかかる作業となっ
ている。
　人が多く来場する商業施設においては、入室時に温度を
測定しスクリーニングを行うことが新型コロナウイルス対策
手段の一つである。2020年9月の米国疾病予防管理センター
の報告によれば、感染者の4割程度が無症状［9］との試算も
あり、来場時の温度測定のみでは万全の対策とは言いがた
いが、商業施設の来場者の心理観点では、「発熱者がスク
リーニングされている施設」との認知効果がある。こういっ
た消費者心理を汲んだソリューションは、新しい生活様式
のもとで企業が経済活動を続けるためにも必要である。
　なお、本ソリューションで温度測定デバイスとして採用し
ているSeek Thermal社のSeek Scanは、サーモセンサー
をキャリブレーションする黒体基準機とセットで利用してお
り、誤差0.3度と高精度な温度測定ができることが優れた
特徴である。図7にSeekScanの画面を示す。右側のサーモ
グラフィー画像に現れる赤い四角が黒体基準機を示してお
り、基準温度を常時測定している様子が分かる。

4．おわりに
　新型コロナウイルス感染拡大による新しい生活様式への
対応に当たり、テクノロジーが果たす役割は大きい。画像
認識による3密判定やマスク着用判定などのソリューション
は、今後ますます広がっていくであろう。人の作業の機械
による代替が求められる昨今、人の目と脳を代替する要素
技術である画像認識AIは日々目覚ましい発展を遂げてい
るが、同時に、それら最新の要素技術をソリューションとし
て適用するための、簡単で使いやすい仕組みが必要であ

る。ドコモでは、ドコモ画像認識プラットフォームや顔認
証エンジンSAFRといった、クラウド上の高度な処理技術を
スマートフォンやWebブラウザ上で簡単に利用できる仕組み
を提供している。また、「5Gオープンパートナープログラム」
という、パートナー企業とドコモ、もしくはパートナー企業
同士のコラボレーションにより価値あるソリューションを生
み出すための土台もある。これらを組み合わせて、ドコモ
自身が、あるいはパートナー企業と、社会課題の解決がで
きるソリューションを今後も創出していく。
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